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地震により被災した橋梁の応急復旧
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1．は じ め に

本稿は，東日本大震災で被災した橋梁の応急復旧業務に
ついて記述するものである。本橋は，高速自動車道上を横
過するインターチェンジ橋であり，2011年 3月 11日に発
生したM 9.0の巨大地震により，コンクリート桁端部にお
いて支承の無収縮モルタルの破壊および橋台においてアン
カーボルト埋め込み部分を起点としたひび割れが発生し，
沓座部分の沈下に伴う伸縮継手部分の段差が顕著となっ
た。このため，被災部分の緊急応急復旧による安全性の確
保が，本線およびインターチェンジを暫定開通させるうえ
での課題となった。
管理会社と協議のうえ，桁の構造検討を実施したうえ

で，桁を仮に支える仮受けジャッキと仮受け鋼材を配置す
るとともに，橋台のひび割れに対してのひび割れ注入・橋
台を一体化する樹脂アンカー設置の応急復旧を実施するこ
とにより，通行車両の即時解放を実現し懸念される余震に
対しての安全性を確保した。
私は，管理会社より緊急に応急復旧を依頼されたため，
社内にプロジェクトチームを構築し，検討会を数回開催す
るとともに，施工計画策定指導を行った。

2．被災状況の概要

被災状況図を図 - 1に，被災状況写真を写真 - 1およ
び写真 - 2に示す。図に示すように，支承アンカーボル
ト付近を起点とした斜め方向に橋台前面に至るまでひび割
れが発生した（図 - 1）。また，約 3分間続いた地震動に
より，支承の台座コンクリートが支承下面から飛び出し支
承全体が降下したことで，橋台パラペット側の伸縮継手と
の段差が生じ，橋面ではその段差は約 8 cmであり（写真
- 1，2）すでに舗装によるオーバーレイが施されている

図 - 1　橋台のひび割れ発生状況

写真 - 1　沓座破損状況

写真 - 2　伸縮継手に生じた段差
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状況であった。

3．応 急 復 旧

3.1　応急復旧に要求される事項
管理会社と協議のうえ，応急復旧にあたっての要求事項
は，以下の項目となった。
①即時交通解放が可能な工法の選定
②通行車両に支障がない復旧方法の選定
③余震により落橋しない措置
3.2　応 急 復 旧
即時の交通解放のためには，現状変形での主桁応力度の
照査，および橋台健全部での適切な反力支持確認が必要不
可欠である。このため，応急復旧計画と併行して検討を実
施した。
現状変形での主桁応力度照査の結果，活荷重を載荷して
も問題のない結果となったため，下記に示す①および②
の検討結果や判定を協議のうえ，橋台健全部に鉛直ジャッ
キを配置して反力を受け変え，暫定交通解放を実施するこ
ととなった。
①  橋軸直角方向仮受けジャッキ位置決定のための端部
横桁の応力検討

②橋台支圧応力度の検討（橋台の健全度判定）
また，余震による落橋防止対策として，ジャッキ配置後
の橋台健全部に全て仮受け鋼材を配置（図 - 2，写真
- 3）するとともに，破損した支承部についてはアンカー
ボルトおよびサイドブロックを残置し，余震の水平力に抵
抗させるものとした。あわせて，ひび割れが生じた橋台部
については，無収縮モルタル注入を実施するとともに，橋
台とひび割れ部を一体化するための鉄筋アンカーを設置
（写真 - 4）した。

4．む　す　び

震災後の応急復旧工事における今後の対応においてとく
に留意が必要な点は以下のとおりである。
①  地震直後の対応であったことから，応援職員・資機材・
作業員を本部に依頼し，東京から車で数時間移動して
応急復旧を実施した。この際，食事や宿泊場所そして
燃料の手配がきわめて難しかったため，事前の準備が
必要である。

②  今回の対応では，すでに橋面段差のオーバーレイが施
されていたが，桁応力によってはジャッキアップの必

要がある。よって，設計計算書や図面の存在を明らか
にし，構造物（本例においては桁応力）の検討を併行
して実施する必要がある。

③  道路橋の応急復旧工事における恒久復旧完了までに考
慮すべき地震規模の規定がなく，また，恒久復旧まで
の期間が定まっていない。よって，この暫定規定を策
定すべきと考える。

④  余震の発生により応急復旧工事における災害も懸念さ
れることから，あらかじめリスクアセスメントを実施
し，単なるコスト比較だけで工法や作業手順を決定す
るのではなく，安全作業最優先で復旧計画を策定する
必要がある。
地震規模や地震動の周期は異なるものの，18年前に多

くの橋脚が損傷した阪神淡路大震災の地震被害に比べ，東
日本大震災での橋梁被害は非常に少なく，津波被害により
流失した橋梁を除く多くの橋梁が比較的健全であった。
主要幹線道路である東北自動車道や国道 4号がほぼ健全
で早期に通行可能となったことが，津波被害で大きな被害
が想定された三陸沿岸部への救援 15ルートを啓開する国
土交通省の「くしの歯作戦」に繋がったものである。
改めて，いつどこで起こるか予知が難しい地震に備える
ため，フォールトトレラント設計のように一部の道路が通
行不能でもアクセスが遮断されることのない日本全国の道
路網の必要性，そして，主要幹線道路におけるより信頼度
の高い耐震設計の重要性を痛感した。

【2013 年 2 月 14 日受付】

図 - 2　橋台上のジャッキおよび仮受け鋼材配置

写真 - 3　ジャッキおよび仮受け鋼材

写真 - 4　ひび割れ部への無収縮モルタル注入
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